
台湾粉塵爆発事故における重度熱傷患者医療支援

に対する台湾政府からの感謝状贈呈について

台湾のテーマパークで本年6月27日に発生した粉塵爆発事故により、

多くの若者が重度の熱傷被害を受け、日本から寄贈された人工皮膚や、

医療用品等を用いた治療に際して日本の専門の医師の協力が求められま

した。

日本医師会は、台湾医師会等による緊急医療支援の要請を受け、日本集

中治療医学会・日本救急医学会・日本熱傷学会の三学会による熱傷治療

の専門家6名を日本医師会「三学会合同熱傷診療支援医師団」として、

7月12日(田~15日け月の日程で派遣しました。

平成27年Ⅱ月5日(木)

定例記者会見

活動内容は、既に下記の記者会見において報告をさせていただいており

ますのでご参照ください。

7月15日

8月5日

iJN仏T構想に基づく、台湾における爆発事故による重度熱

傷被害者への緊急医療支援について

台湾医師会とのiJN仏T協定書調印式出席(幸&告)につい

て

台湾粉塵爆発事故における珀本医師会三学会合同熱傷

診療支援医師団」の活動報告について

台湾における爆発事故による重度熱傷患者に対する医療

支援活動への支援金について

9月9日

10月28日

この度、こうした本会の医療支援活動に対しまして、台湾立法院外交国

防委員会から感謝状が贈呈されましたのでご報告いたします。

以上



感謝状
感謝台日讐師協助

八仙塵爆病患讐療ホ支助

此致

日本讐師會

立法院外交及國防委員會
陳唐山

黄イ幸哲
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日本医師会による台湾の粉塵爆発事故負傷者治療
の支援に衛生福利部が感謝を表明

.

S Ch Keyvvords

Post Date:2015/フ/17

日本医師会による台湾の粉塵爆発事故負傷者治療の支援に衛生

福利部が感謝を表明

台湾北部の新北市で発生した「八仙水上楽園」粉塵爆発事故によ

り火傷の負傷者が多数出たことから、台湾の医療支援NG0の「台湾

路竹会」および中華民国医師公会全国聯合会の協力の下、日本の

対外医療支援NGO「特定非営利活動法人AMDA(アムダ)」および

日本医師会が共同推薦した6名の重傷医学の分野および火傷治療

を専門とする教授ら6名が7月12日午後、台湾に到着しナニ。6名は

翌日より3日間集中して、三軍総医院(病院)、新光医院、振興医

院、林口長庚記念医院、国泰綜合医院など同事故の火傷患者を収

容している重点医療病院を訪れ、専門的な医療交流を行った。

この度の日本医師団の団長で、救急の重症医療を専門とする松田

直之教授は、同事故の火傷収容患者に対する台湾の各病院の処置

が適切であり、台湾の医療レベルが高いと評価の意を示しナこ。

6名は台湾での滞在期間中、収容している火傷患者の全体的な治

療方法、火傷後の感染および肺部の感染の対応について、全面的

な理解を図ると共に、各病院の担当医師チームと、火傷面積が大き

い重度の患者に対する実際の治療状況および使用している医療技

術などについて、双方は意見交換や経験を分かち合っナニ。日本医師

会のメンバーは、「火傷患者の治療費はきわめて高額であり、長くか

かる。政府の支援とりソースがなけれぱ、治療を続けるのはむずか

しいであろう」との考えを示した。

衛生福利部は、日本医師団のメンバー各位が来台されたことに深

い感謝の意を表すものである。団長の松田教授は帰国に際し、台湾

の各病院と専門的な交流ができたことに謝意を示すと共に、台湾の

重傷医療に対する印象が深く、今後も関連するテーマについて末永

い交流をしていきたいと期待した。

【衛生福利部 2015年7月15日】
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